
 
 

      

       

       

 
 

大江健三郎さんら 40 名のアピール（11 月 6日） 

「わたしたちは都政に何を求めるか」抜すい 

第一は、日本国憲法を尊重し、平和と人権、自治、民主主義、男女の

平等、福祉・環境を大切にする都知事である。 

 第二は、脱原発政策を確実に進める都知事である。石原知事は、原発

問題を「ささいな問題」と呼んだが、冗談ではない。東京都民は福島原

発からの電気の最大の消費者であり、東京都は東京電力の最大の株主

だ。福島原発事故の結果、豊かな国土が長期にわたって使えなくなり、

放射能汚染による被害は、むしろこれから顕在化する。原発事故と闘い、

福島をはじめとするこの事故の被害者を支えることは東京都と都民の

責任である。これまで原発推進政策を推し進めてきた政官業学の原子力

ムラと闘うことは、この国の未来を取り戻すことである。政府、国会、

経産省、東電を抱える東京での脱原発政策は、国全体のエネルギー政策

を変えることになる。 

 第三は、石原都政によってメチャメチャにされた教育に民主主義を取

り戻し、教師に自信と自律性を、教室に学ぶ喜びと意欲を回復させる都

知事である。 

 第四は、人々を追い詰め、生きにくくさせ、つながりを奪い、引きこ

もらせ、あらゆる文化から排除させる、貧困・格差と闘う都知事である。 

宇都宮けんじさんってどんな人？ 

★経歴 

 日本弁護士連合会会長（2010-2011 年度） 

 全国ヤミ金融対策会議代表幹事 

 オウム真理教犯罪被害者支援機構理事長 

東京大学在学中に司法試験に合格。反貧困ネットワーク代表・日

比谷公園の「年越し派遣村」名誉村長。 

★著書 

 『消費者金融―実態と救済』（岩波新書） 

 『13 歳から学ぶ日本の貧困―日本をむしばむ“貧困”が 60 分で

見えてくる』（青志社）など、著書・共編著書多数 

★被害者救済のために手がけたおもな事件 

 豊田商事事件 地下鉄サリン事件 KKC 事件 オレンジ共済 

★テレビ出演 

 プロフェッショナル 仕事の流儀 第 5 回「仕事も人生もやり直せ

る」（NHK 総合テレビ） 

 福祉ネットワーク 「この人と福祉を語ろう 困っている人はみん

なで助けよう」（NHK 教育テレビ） 

★その他 

 映画『夜逃げ屋本舗』監修 宮部みゆき『火車』の弁護士モデル  


